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１．これまでの検討経緯まとめ
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０-１．プロジェクトの目的（キックオフ時点）

⚫ 特に防災分野において、多くの地域住民が参加し、コミュニケーションの活性化
および住民の輪が広がるようなイベントの検討※

⚫ 来年度以降、自治会役員の交代にかかわらずイベントを継続的に実施する
ための、運営側の役割分担および運営方法の見える化

※毎年1～2月頃に行う「安否確認訓練」のアップデートを第一候補

3

参考:南新井自治体_地域の課題解決プロボノプロジェクト 基本情報シート

⚫ コロナ禍においても住民同士のコミュニケーションを生み出す機会が必要

⚫ 任期１年で役員や組長が交代する南新井自治会においては、2021年度から
の自治会新体制での運営を来年度にどう引き継いでいくかが課題

本プロジェクトの
目的

ご依頼の背景
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０-２．企画から終了までの流れ

4

①概要検討 ②詳細検討 ③準備
④実施

（当日）
⑤振り返り

・イベント内容の概
要の決定
・日時候補の検討
・実施場所の検討

・日時の決定
・場所の決定

・イベント内容の決
定
・対象者の決定
・協力者の選定
・告知方法の決定

・実行までのスケジ
ュール決定
・実行ﾒﾝﾊﾞの決定
・予約
・告知の実施
・機材の準備
・各種届出

・準備のチェック
・会場設営
・関係者の対応
・緊急連絡先

・アンケート集計
・反省会の実施
・費用処理

・課題と次回開催の
申し送り事項の整理

年度初めから
実施４カ月前

実施３か月前～ 実施２カ月前～ 実施当月 実施翌月
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１．今回のFY21.2月期イベント開催目的について

現状

住民の顔がわ

かる状態

・自治会会員

・その他住民

お互い気軽に

声を掛けるこ

とができる環

境

住民同士が助

け合う町の実

現

◼ 【2022年2月の目的】住民同士の顔が分かる状態（＝有事の際に助け合える関係性の構築）
◼ 【中長期】最終的に到達したい大きなイメージは「住民同士の交流が活発で、お互いに助け合える
町」。

2022年2月

中長期
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２．イベントの参加ターゲット層

◼ 住民同士の顔が分かる状態（＝有事の際に助け合える関係性の構築）を目的として、今回のイ
ベントに参加頂きたいターゲット層は「子供」と「その親の世代」と設定しました。

✓ 自治会会員
まずは自治会に既に参画頂いている方々に、自治会へ関心を持ってもら
い自治会活動へより積極的に参画頂くことを狙う

✓子供、子育て世代
未就学児童、もしくは小学校低学年の児童をターゲットとすることで、子
供同士のネットワークを利用してのイベント参加者増加を狙う

✓子育て世代
中長期的な目的（住民同士の交流が活発で、お互いに助け合える
町）の実現に向けて、特に南新井地区の未来を担うとされる未就学児
童のいる親の世代（働き盛りの30代～40代）に参画頂くことを狙う
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３．イベント開催にあたっての前提条件

◼ これまで自治会の皆様から頂いた情報を踏まえ、イベント開催の前提となる条件は下記です。

 「防災」キーワード
東京都の助成金申請を可能とするため、防災倉庫などイベントの内容に「防
災」を連想、想起できるイベントであること。

自治会会員同士の繋がりの拡大
（最低限）自治会会員同士の新たな関係性構築、および既存の繋がり
拡大に効果をもたらすこと。

分散型
コロナ禍であることから、集合型ではなく分散型で一箇所に集まる人数は少
人数となるイベントであること。
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４．自治会会員へのヒアリング調査・アンケート調査 概要
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◼ 自治会イベント企画立案に向け、参考情報収集を目的として、「①ヒアリング調査」及び「②アンケ
ート調査」を実施しました。

◼ 子育て中・子育て後の自治会会員を対象に、過去のイベント参加経験や参加動機、イベントへの
期待を伺いました。

対象者 ✓ 未就学児から小学生の子供がいる方：3名
✓ 子供は既に独立している方：4名

方法 ✓ 対面、電話、Zoom

時期 ✓ 2021年11月3日～20日
✓ 1人あたり15分～1時間程度

質問項目 ✓ 子供と参加した過去のイベント（自治会・その
他）

✓ イベント参加を決めたきっかけ
✓ 一番良かったイベントの内容
✓ 子供と一緒に南新井自治会のイベントに参加
するとしたら、どのようなイベントがよいか

✓ 子供と一緒に参加してみたい喜楽会の活動は
あるか

対象者 ✓ 南新井自治会員3名

方法 ✓ Web上のアンケートフォーム

時期 ✓ 2021年11月8日～16日

質問項目 （ヒアリングと同内容）

①ヒアリング調査 ②アンケート調査
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５．ヒアリング・アンケート結果

9

◼ ヒアリング・アンケートをさせて頂いた結果、南新井自治会のイベントには、住民のニーズとして下記
のようなことが求められていると捉えました。

子供が楽しめるだけではなく、親が子供を連れて行きたいと思えるイベン
トが求められています。

✓ 子供が安心して楽しめ、その様子を見て親も楽しめる「お祭り」のようなイベントへの期待は高い。

子供がイベントを楽しみにすると、子供や親同士の「口コミ」でさらに参加
者が広がることが期待できます。

✓ 回覧板などでの告知だけではなく、イベントそのものが「話題」になるような工夫が望ましい。

区内を回るイベントは、地区のことを知る機会としても捉えられており概ね
好評です。

✓ ただし、子連れで長く歩くことへの懸念の声や、遊ばせるなら広い場所がほしいとの声もあり、移動ル
ートやスポットには配慮が必要。防災倉庫は関心あり。
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２．検討プロセス（案）
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２-０．イベント実施の主な流れ
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役員会

イベント委
員会

自主防災会
※防災イベント

の場合

広報委員会

開催日案内開始開催60日前開催90日前

任意実施

事前準備
実施目的・対
象の合意

企画立案
役割者・会場

確保
案内/

運営準備
終了作業

住民アンケー
トなど

自治会ニーズ
の整理

実施目的・対
象の合意

実施目的・対
象の提案

イベント立案

イベント実施
承認

役割者/協力者
へ依頼

案内実施

案内状作成

運営マニュア
ル作成

必要運営メン
バー数の確保

住民ニーズの
明確化

実施報告書作
成

参加者名簿記
録・保管

支払い手続き/

収支報告書作
成

実施報告受領

事前シミュレ
ーション

実施報告掲載広報計画立案

自主防災会ニ
ーズの整理

振り返り

次回に向けたフ
ィードバック集
約と申し送り

※実施報告書に含む
ことも可
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２-０．イベント企画立案フロー詳細
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事前準備

役員会

イベント委
員会

自主防災会
※防災イベント

の場合

広報委員会

実施目的・対象の合意 企画立案

自治会ニーズ
の整理

実施目的・対象
の合意

実施目的・対象
の提案

イベント立案

イベント実施承認

自主防災会ニ
ーズの整理

開催60日前開催90日前

任意実施

広報計画立案

• 住民アンケート、聞き取り調査
などで要望を調査

• 大まかなアイデアがある場合は
アンケートで反応を見ることも
検討

住民ニーズの明
確化

• 自治会ニーズ、住民ニーズ等を
踏まえた実施目的/対象の検討

• 役員による承認を取得

• ターゲットが参加しやすい日時で設定
• 目玉は可能な限り一つに絞る
• 時間的に余裕がある場合はいくつかの
提案についてアンケートで住民の反応
を見ることも検討

• 広報委員会と広報計画の立案（任意）
• 役員による承認を取得

• 案内のタイミング、案内法等検討
• 実施後の広報活動検討
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２－１．概要検討
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項目 内容 今回のイベント プロボノ活動

① 実施の目的 ・何を目的とするのか ・防災、知り合いを
作る

2021.10.3：キック
クオフ打合せ
2021/10/17：進め方
確認打合せ

② 実施の時期 ・いつ頃を予定するか ・2022年1月か2月

③ 参加対象者の検討 ・誰を対象とするか。自治会会の委員、
地域住民、高齢者、子供など

④ 実施の場所 ・候補場所はどこがあるか
（公共/民間の広場、会議室など）

⑤ イベント案 ・候補になるアイデアを出し合う

⑥ 費用の確保 ・助成金の活用を検討 ・地域の底力発展事
業交付金申請

⑦ 過去のイベント調査 ・過去の実施イベントや別団体の実施
イベントを参考に検討検討

・安否確認イベント
やハロウィンイベン
トなど

⑧ コロナ対策 ・コロナ対策を考慮したイベント検討 ・人が密集しないや
り方

①概要検討 ②詳細検討 ③準備
④実施

（当日）
⑤振り返り
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２－２．詳細検討
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項目 内容 今回のイベント プロボノ活動

① 日時の決定 ・日時を決定する ・2022年2月26日
（予備日：2月27日）

2021/11/7：ヒアリン
グ、打合せ
2021/11/17：ヒアリ
ング、打合せ
2021/11/28：中間報
告（イベント案提
案）

② 場所の決定 ・場所を決定して、予約する ・ふれあいサロン
・ゲートボール場
・水車小屋避難倉庫
・公共施設

③ 参加対象者の決定 ・参加対象者を決める ・自治会員、子供向
け

④ 告知方法の決定 ・広報、掲示板、SNSなどの発信方法を
決める

・広報：11月末の広
報から掲載
・掲示板：掲示
・SNS：LINE配信

⑤ 支援者の検討 ・ふれあいサロン、喜楽会、南新会、日
野市福祉協議会、地域包括支援センター
あさかわ。潤徳小学校PTA
・くにたち農園の会、東京農工大サーク
ル、ネイバーズファームなど。
・予約が必要な人、設備などを仮予約

・ふれあいサロン
・喜楽会
・くにたち農園の会
（リトルホース）

⑥ アンケート、ヒアリ
ング

・個別に対面、電話で自治会員にヒアリ
ングを実施。
・アンケートは非自治会員を含めて実施

2021/10/22：打合せ
2021/11/3~11/20：
アンケート、ヒアリ
ング実施

①概要検討 ②詳細検討 ③準備
④実施

（当日）
⑤振り返り
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２－３．準備
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項目 内容 今回のイベント プロボノ
活動

① スケジュール確定 ・実施までのスケジュール作成 ・四役会議で検討、決定 2021/12/12：
準備状況の共、
最終報告の内
容整合
2022/01/09：
準備状況の共
有、最終報告
内容の確認

2022/01/29
：最終報告

② 実行ﾒﾝﾊﾞの決定 ・事務局の担当者の確定 ・自治会四役：決定
・自治会メンバ：会計、誘導、支援者窓
口、記録、写真、片付け、ゴミ、など

③ 支援者の決定 ・支援者の確定 ・ふれあいサロン
・喜楽会
・日野市福祉協議会
・地域包括支援センターあさかわ
・潤徳小学校PTA

④ 場所の確保 ・施設の予約
市や施設への申請、届出など

・水車小屋
・ゲートボール場
・高幡福祉センター
・福祉支援センター

⑤ 外部支援者の決定 ・外部の講演者や支援団体の予約 ・くにたち農園の会

⑥ 告知の実施 ・広報紙、回覧板、南新井デジタ
ル自治会（LINE）へ掲載

・南新井自治会だより（11/30発行）
・日野市広報「ひの」2月号（2/1発行）
・南新井自治会だより（12/27発行）
・自治会活動・イベント

⑦ 機材の準備 ・机、椅子、ボードなどの準備

①概要検討 ②詳細検討 ③準備
④実施

（当日）
⑤振り返り
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２－３．準備
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項目 内容 今回のイベント プロボノ
活動

⑧ アンケートの作成 ・実施後のアンケートの作成
（人数、良かった点、悪かった点、
要望など）

イベント委員会で検討

⑨ クイズカードの作
成

クイズカードの作成、枚数の確認 イベント委員会で検討

⑩ チラシ作成 チラシの作成と配布 広報委員会で検討

⑪ パネル作成 パネルの作成と設置 広報委員会で検討

⑫ 記念品作成 記念品の作成と配布 イベント委員会で検討

⑬ サポーター募集 南新井自治会エリアのお住まいの
方・馴染みのある方を対象に募集

南新井デジタル自治会で募集

⑭ 雨天時の開催 順延、中止、縮小開催を検討 雨天時は翌日に縮小して実施

⑮ コロナ対策 ・コロナ対策の実施
・都や日野市の対応に応じた対応

・都や日野市の対応に応じて、
実施

⑭

⑮

⑯

①概要検討 ②詳細検討 ③準備
④実施

（当日）
⑤振り返り
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２－４．実施（当日）
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項目 内容 今回のイベント プロボノ活動

① 準備のチェック ・当日、開始前に確認

② 会場の設営 ・パネル、掲示場所、机、椅子、
標識などの設置

③ 連絡方法の確認 ・実行者、支援者との連絡

④ 緊急連絡先の確認 ・連絡方法、タイミング

⑤ 要員の配置の確認 ・役割・配置場所の確認 ・交通量の多いと
ころや危険な所に
は要員配置

⑥ ゴミの処理 ・集積場所、廃棄場所の確認

⑦ コロナ対策 ・マスク、消毒液の準備

①概要検討 ②詳細検討 ③準備
④実施

（当日）
⑤振り返り
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２－５．振り返り
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項目 内容 今回の
イベント

プロボノ活動

① アンケート集計 ・参加者、支援者、事務局の各担当者からの
アンケートを集計、分析

② 反省会の実施 ・アンケート結果をもとに、イベントの総括
を行う。良かった点、悪かった点、課題など

③ 費用処理 ・支援者への支払い

④ 報告書の作成 ・助成金などの報告書の作成と提出。

⑤ 実施結果の告知 ・広報、LINE、回覧板への掲載

①概要検討 ②詳細検討 ③準備
④実施

（当日）
⑤振り返り
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３．ヒアリング調査の進め方
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１．ヒアリング調査・アンケート調査 進め方

20

①ヒアリング調査 ②アンケート調査

協力依頼状作成
↓

調査候補者選定
↓

協力依頼発信、希望日確認（メール、直接声掛け）
↓

日程調整
↓

（ヒアリングシート準備）
↓

ヒアリング当日
↓

とりまとめ

✓ 調査目的設定
✓ 調査対象者設定
✓ ヒアリング・アンケート項目設定

アンケート票（googleフォーム）作成
↓

（アンケート対象候補者選定）
↓

アンケート告知・発信（Line、直接声掛け）
↓

（回答期間）
↓

回答集計
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２．ヒアリング調査・アンケート調査 準備物
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①XXさん ②XXさん ③XXさん
日時
ヒアリング実施者
ヒアリング対象者プロフィール

質問①： 同居されているお子
さまの学年
質問②： 過去にお子さまと
「自治会主催のイベント」に参加
されたことはありますか
質問③： 質問②で、「自治会
主催のイベント」に参加したこと
があると回答された方にお伺いし
ます。イベント参加を決めたきっ
かけは何でしたか。またご記憶の
範囲で一番良かったイベントの
内容をお聞かせください。
質問④： 過去にお子さまと
「自治会主催以外のイベント」に
参加されたことはありますか。
質問⑤： 質問④で、「自治会
主催以外のイベント」に参加した
ことがあると回答された方にお伺
いします。イベント参加を決めた
きっかけは何でしたか。またご記
憶の範囲で一番良かったイベン
トの内容をお聞かせください。
質問⑥： お子さまとご一緒に
南新井自治会のイベントに参加
するとしたら、どのようなイベントに
参加してみたいですか。
質問⑦： 南新井自治会で実
施されている活動のうち、お子さ
まと一緒に参加してみたいものは
ありますか。ご興味のあるものを
教えてください。

ヒアリング協力依頼状 ヒアリングシート（ヒアリング実施者の記録票） アンケート票
（googleフォーム）
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３．ヒアリング調査・アンケート調査にかかった工数

項目 作業内容 工数

調査目的設定
調査対象者設定

自治会との議論に基づき、目的、対象者を設定 プロボノメンバーでの議論5名×2時間
自治会広報委員との相談（打合せ2時
間）

ヒアリング・アンケート項目設
定

目的に沿って、明らかにすることを設定し、項
目を設定

プロボノメンバーでの議論
5名×2時間

設問作成 項目を確認するための設問文を作成 3時間（作成1名＋数人でレビュー）

協力依頼状作成 調査対象者への協力依頼状を作成 2時間

調査候補者選定 候補者リストを選定 （伊藤様）

ヒアリングシート 設問項目に基づき、表を作成 2時間

ヒアリング当日 ヒアリングを行うとともに、内容を記録 ヒアリング実時間（15～1時間）
※電話の場合は1名で実施。
遠隔・対面の場合は、数名（ヒアリング主担当、
記録、サポート）で実施

ヒアリングシート記載 ヒアリング内容を、整理・構造化してヒアリン
グシートに記載

ヒアリングごとに1時間

Googleフォーム作成 アンケート設問をgoogleフォームに落とし込む 2時間

Google集計 回答を集計 Google集計ツールでワンクリック

結果分析・考察 ヒアリングシートと、googleの集計表に基づき、
結果を分析・考察

プロボノメンバーでの議論
5名×2時間

結果まとめ 結果をまとめて資料化 3時間
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４．ヒアリング結果 (1/3) ～過去のイベント参加きっかけ～
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◼ イベントを知るきっかけは、回覧板・チラシ・学校からのお知らせなどの「案内文書」のほか、近所の
知り合いからの誘いや子供同士・親同士の会話といった「口コミ」があります。特に「口コミ」は、誘い
合わせる形になるため、参加を強く後押ししている様子が窺えます。

質問項目 回答要旨

過去に子供と参
加したイベントと、
参加のきっかけ

（自治会主催）
✓ 南新井まつり（3名）や芋煮会（5名）
✓ 回覧板やチラシ。小学校での配布物。
✓ 自治会の知り合いからのお誘い。近所の子供と一緒に参加した。子供の友達が行くから。

（その他）
✓ 幼稚園・保育園主催のお祭り：子供の友達が多く参加しているため、卒園後も参加した。
✓ 近所の方を集めたバーベキュー会：親睦を深めるため。
✓ 甲州街道での収穫祭（野菜販売、子供向けイベント）：日野市の広報紙で知った。
✓ 浅川の浄化に関して理解するためのイベント：市からのお知らせで知った。
✓ 子供や孫が興味があるから参加してみることが多い。
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５．ヒアリング結果 (2/3) ～イベントへの期待～
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◼ イベントは、子供が楽しめることに加え、親が連れて行きたい／行きやすいと思えるイベントが求め
られています。
✓ 子供の観点：安心して遊ばせたい、友達と一緒に参加できるとよい、といった期待。
✓ 親の観点：子供同士の繋がりを通じた近所の人との関係性構築、地区のことを知りたい、とい
った期待。

◼ 祭り、ハロウィンのような季節イベント、動物とのふれあいの機会、などのイベントアイディアが出ました。

質問項目 回答要旨

子供と参加したい
イベント

✓ お祭りが楽しいと思う。安心して遊べる。
✓ 走り回っても安全な場所。南新井まつりの会場は狭いので、広い場所を確保してほしい。
✓ 親自身が参加したいと思える必要がある。南新井まつりの「こども神輿」は、子どもが楽しむ
だけではなく、「子供の写真を撮りたい」という意識で親も参加する。ハロウィンなどもよい。

✓ 未就学児の子供は一人では遊べないので、親としては、連れて行くイベントを求めている。
✓ 土日は積極的に子供を外に連れ出すようにしている。
✓ 動物とのふれあいの機会があるとよい。小学校で飼っているヤギを地域の人と連携して世
話をする活動や、小動物を子供と触れ合わせる活動をしており、子供も喜ぶ。
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６．ヒアリング結果 (3/3) ～イベント具体案へのコメント～
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◼ 自治会様との事前議論で挙がった自治会内の周遊等具体案に関する印象もヒアリングしました。
✓ 地区内を回るイベントは、概ね好評。ただし、子連れで長く歩くことに対する懸念の声あり
✓ 喜楽会の活動体験は、歩こう会など一部に関心は留まる

質問項目 回答要旨

①
地区内を回るイベ
ント(案)

✓ スタンプラリーは子供は喜ぶ。会費を集めて、最後にご褒美のお菓子を配るのはどうか。
✓ 自治会内でも、ブロックが違うとなかなか行かないため、地域内を回るのは良いと思う。
✓ 子どもが小さいと、長い距離を連れて歩くのは大変。

（スポットの候補）
✓ 水車、ふれあい橋、焼却場の先の桜並木
✓ 大人目線だと、昔の南新井の話と結び付いたスポットに興味がある。
✓ 住民アンケートで、スポットを募ってもよいのでないか。
✓ 防災倉庫は場所を知らない。関心はある。

②
喜楽会の活動体
験(案)

✓ 歩こう会なら子どもとも参加できる。
✓ 絵画は、自分の子供は絵が好きなので気になる。

（その他）
✓ 独楽などの昔の遊びは子供も興味を持つかもしれない。できる人に教えてもらえるとよい。
✓ 子供が将棋に興味を持っている。将棋教室があれば行きたい。
✓ 仕事の都合で平日は不可、継続参加はできない。単発のイベントなら参加するかも。
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７．アンケート結果
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◼ 直接のヒアリングに加え、Gooleフォームでのアンケートを行い、3件のご回答をいただきました。
◼ 自治会主催イベント“以外”の参加イベントにおける参加契機は、「ホームページ」や「通りがかり」
◼ イベントに対する期待については前スライドまでのアンケート結果同様、「子供を通じた保護者同士
の交流、関係性構築」や「年代、国籍に関係なく交流できる」となっています。

質問項目 回答要旨

「自治会主催以
外のイベント」でイ
ベント参加を決め
たきっかけは何でし
たか

✓ 育休中に子どもをいろんな場所に連れて行きたく、Instagramや子ども家庭支援センタ
ーのホームページなどから情報を集めていたため。

✓ 近所での開催、通りがかり等

「自治会主催以
外のイベント」で一
番良かったイベント
の内容は何ですか

✓ 同じ年頃の子どもがいるお母さんたちと歯固め作りをしながら、お茶をするイベント

✓ 浅川・鮎まつり 第4回浅川アユまつり開催 - 日野市観光協会 (shinsenhino.com)

お子さまとご一緒
に南新井自治会
のイベントに参加
するとしたら？

✓ 高齢者や外国籍の方など、さまざまな方が参加出来るイベント（餅つき、お祭り、川遊び
等） 、焼き芋、同じ年代の子どもたちの保護者同士の交流、昔ながらの遊び コマ、メンコ、
輪投げ、けん玉など

http://shinsenhino.com/archives/info/190708224519.php
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８．打合せ経緯
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項目 実施日 内容 自治会

① キックオフ打合せ
（オンライン）

2021/10/3 活動内容の確認と整合、イベントに関するヒ
アリング

自治会長、広報委員、
他

② 打合せ
（オンライン）

2021/10/16 活動内容の確認と整合、イベントに関するヒ
アリング

自治会長、広報委員、
他

③ 打合せ
（オンライン）

2021/10/22 ヒアリング、アンケートに関して、確認と整
合

広報委員

③ ヒアリング 2021/11/3~

11/20

対面、電話での自治会員にヒアリング 自治会員

④ 防災訓練、ヒアリン
グ（訪問）

2021/11/7 防災訓練への参加、ヒアリング 自治会長、広報委員
（ご夫妻での参加）

⑤ 打合せ（訪問） 2021/11/17 イベントに関するヒアリング、現地下見 自治会長、広報委員

⑥ 中間報告
（オンライン）

2021/11/28 アンケート／ヒアリング結果とイベント案を
提示して、議論。

自治会長、広報委員
（ご夫妻での参加）

⑦ イベント検討結果の
打合せ
（オンライン）

2021/12/12 自治会でオーソライズされていない案を広報
委員から提示、説明。最終成果物について、
意識合わせ実施。

自治会長、広報委員
（ご夫妻での参加）

⑧ 最終報告のすり合わ
せ（オンライン）

2022/1/9 最終報告内容の意識合わせ 自治会長（ご夫妻で
の参加）、広報委員、
会計
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Googleアンケートフォーム
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Googleアンケートフォーム
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Googleアンケートフォーム
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ありがとうございました。
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参考：反省会の内容案
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フェーズ 観点例 良かった点 悪かった点 備考

① 概要検討 ・目的は達成できたか。

② 詳細検討 ・自治会メンバの課題を解決
できたのか。

③ 準備 ・実行ﾒﾝﾊﾞの役割、人数は十
分だったのか。不足したもの
はあるか。

④ 実施 ・参加者はどうだったのか。
（数、アンケート結果）
・支援者の支援はどうだった
のか。（評価、問題）
・事務局の課題は何か。

⑤ 振り返り ・来年度のイベントに向けて、
申し送りすることは何か。

⑥ その他


